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弁
護
士
と
司
法
書
士
の
役
割
分
担

　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
一
審
判
決
を
契
機
に
し
て

石

ノ

明

弁護士と司法書士の役割分担

一
一

三四

い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
一
審
判
決
ー
問
題
提
起
と
し
て

い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
皿
審
判
決
の
評
価

司
法
政
策
の
立
場
か
ら

結
　
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
一
審
判
決
　
　
問
題
提
起
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
×
2
）

　
浦
和
地
裁
平
成
六
年
五
月
二
二
日
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
。
判
旨
は
四
点
に
わ
た
る
が
、

本
稿
の
対
象
と
す
る
判
旨
・
論
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
　
弁
護
士
法
三
条
一
項
に
い
う
「
↓
般
の
法
律
実
務
」
に
は
登

記
申
請
代
理
業
務
が
含
ま
れ
る
か
、
二
　
弁
護
士
法
は
司
法
書
士
法
一
九
条
一
項
但
し
書
の
「
他
の
法
律
」
に
当
た
る
か
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
点
に
つ
い
て
も
判
旨
は
積
極
に
解
し
て
以
下
の
よ
う
に
そ
の
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
『
q
D
　
右
（
一
）
に
、
認
定
の
事
実
（
こ
こ
に
は
（
i
）
弁
護
士
の
職
務
に
関
す
る
立
法
の
沿
革
、
（
五
）
登
記
制
度
の
変
遷
、
（
…
狙
）
司
法
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書
士
の
職
務
に
関
す
る
立
法
の
沿
革
が
説
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
か
ら
省
略
す
る
1
筆
者
注
）
特
に
①
明
治
二
一
二
年
の
裁
判
所

構
成
法
に
よ
り
通
常
裁
判
所
で
あ
る
区
裁
判
所
に
お
い
て
不
動
産
登
記
及
び
商
業
登
記
が
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
二
六
年
の

旧
々
弁
護
士
法
制
定
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
民
事
訴
訟
及
び
刑
事
訴
訟
に
限
ら
れ
て
い
た
弁
護
士
（
代
言
人
）
の
職
務
が
、
「
通
常
裁
判
所
二
於

テ
法
律
二
定
メ
タ
ル
職
務
ヲ
行
フ
」
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
、
②
明
治
三
一
年
非
訟
事
件
手
続
法
六
条
二
項
に
よ
り
非
訟
事
件
の
代
理
は
原

則
と
し
て
弁
護
士
の
み
が
営
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
法
は
登
記
申
請
代
理
に
は
適
用
な
く
、
こ
れ
は
誰
で
も

営
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
他
方
、
司
法
書
士
の
前
身
で
あ
る
代
理
人
は
、
明
治
一
九
年
の
旧
登
記

法
制
定
以
来
、
実
際
に
登
記
申
請
書
の
代
書
及
び
申
請
手
続
の
代
理
を
行
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
代
書
が
そ
の
本
質
と
さ
れ
、

大
正
八
年
の
司
法
代
書
人
法
に
よ
っ
て
も
「
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
」
と
し
て
、
登
記
申
請
書
の
作
成
が
職
務
と
し
て
認
め

ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
昭
和
四
二
年
の
司
法
書
士
法
改
正
に
よ
り
初
め
て
登
記
手
続
の
代
理
の
趣
旨
が
そ
の
職
務
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
定

さ
れ
た
こ
と
等
に
鑑
み
れ
ば
、
登
記
申
請
代
理
は
旧
々
弁
護
士
法
の
「
通
常
裁
判
所
二
於
テ
法
律
二
定
メ
タ
ル
職
務
」
に
含
ま
れ
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
弁
護
士
も
業
と
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
⑭
　
仮
に
、
旧
々
弁
護
士
法
に
よ
る
「
通
常
裁
判
所
二
於
テ
法
律
二
定
メ
タ
ル
職
務
」
に
登
記
申
請
代
理
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
前
記
（
一
）
に
認
定
の
経
緯
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
、
そ
の
後
、
弁
護
士
の
職
務
を
拡
大
し
た
旧
弁
護
士
法
一
条
の
「
其
ノ
他
一
般
ノ

法
律
事
務
」
（
草
案
段
階
の
「
法
律
二
関
ス
ル
事
務
」
）
に
は
、
明
治
三
二
年
に
制
定
さ
れ
た
登
記
法
に
基
づ
く
登
記
申
請
代
理
が
含
ま
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
し
て
、
旧
弁
護
士
法
一
条
の
「
其
ノ
他
一
般
ノ
法
律
職
務
」
の
内
容
と
特
段
の
変
更
が
な
い
弁
護
士
法
三
条
の
「
そ
の
他
一
般
の
法

律
事
務
」
に
も
登
記
申
請
代
理
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑥
　
従
っ
て
、
弁
護
士
法
は
、
同
法
制
定
後
の
司
法
書
士
法
一
九
条
一
項
但
し
書
の
「
他
の
法
律
」
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
』

と
い
う
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
本
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
・
判
批
・
判
例
評
論
四
三
四
号
四
〇
頁
1
1
判
例
時
報
一
五
一
八
号
二
〇
二
頁
以
下
が
あ
る
（
以
下
判
例
時
報
の
頁
数
で

　
引
用
）
。
本
件
評
釈
以
前
の
本
件
判
旨
の
問
題
に
関
す
る
論
稿
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
拙
稿
・
前
掲
判
批
の
末
尾
に
列
挙
し
て
あ
る
の
で
参
照

　
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
本
件
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
拙
稿
・
前
掲
判
批
二
〇
三
頁
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

　
　
弁
護
士
X
（
甲
丙
丁
事
件
原
告
、
乙
事
件
被
告
）
は
、
顧
問
先
で
あ
る
A
会
社
の
増
資
に
伴
う
株
式
会
社
変
更
登
記
の
登
記
申
請
を
代
理
し
た
。

　
名
（
埼
玉
司
法
書
士
会
、
甲
丙
丁
事
件
被
告
、
乙
事
件
原
告
）
は
、
A
に
対
し
以
下
の
文
書
を
送
付
し
た
。
「
商
業
．
法
人
登
記
は
司
法
書
士
の
み
が

　法人から

の
嘱
託
に
も
と
づ
き
申
請
代
理
が
で
き
る
旨
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
次
回
登
記
申
請
の
際
は
司
法
書
⊥
に
嘱
託
す
る
よ
う
お

　
願
い
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
X
は
、
弁
護
士
が
一
般
的
に
登
記
業
務
を
行
う
こ
と
は
適
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
書
面
は
、
な
ん
ら
違
法
で
は
な
い
本
件
登
記
申
請
を

　
違
法
と
し
、
X
の
名
誉
、
信
用
の
殿
損
、
業
務
妨
害
に
あ
た
る
か
ら
、
濫
に
つ
き
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
、
㌔
の
行
為
は

　
不
正
競
争
防
止
法
一
条
一
項
六
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
送
付
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
文
書
の
発
送
、
配
達
、
頒
布
の
差
止
、
A
に
対
す
る
X

　
の
信
用
回
復
の
た
め
の
陳
謝
文
の
送
付
を
求
め
た
（
甲
事
件
）
。
右
訴
訟
に
お
け
る
中
間
確
認
の
訴
と
し
て
、
㌔
に
対
し
X
の
右
登
記
申
請
行
為
が

　
X
の
弁
護
士
と
し
て
の
職
務
行
為
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
（
丙
事
件
）
、
さ
ら
に
積
に
対
し
、
右
商
業
登
記
業
務
に
つ
き
弁
護
士
X
は
㌔
に
と

　
り
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
二
年
六
月
二
九
日
お
よ
び
平
成
五
年
五
月
一
九
日
の
改
正
前
）
一
条
一
項
六
号
に
い
う
「
競
争
関
係
ニ
ア
ル
他
人
」
に

　
該
当
す
る
こ
と
の
中
間
確
認
を
請
求
し
た
（
丁
事
件
）
。
脇
（
国
、
甲
丙
丁
事
件
被
告
）
に
対
し
て
は
、
司
法
書
士
会
に
正
規
の
手
続
に
よ
ら
ず
に

　
登
記
申
請
書
類
の
閲
覧
を
許
し
違
法
な
情
報
提
供
を
し
、
又
は
司
法
書
士
会
に
対
す
る
監
督
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
国
家
賠
償
請
求
を
し
た
。

　
　
脇
は
、
登
記
申
請
代
理
業
務
は
原
則
的
に
司
法
書
士
か
独
占
し
、
弁
護
士
法
三
条
一
項
の
二
般
の
法
律
事
務
」
に
は
登
記
申
請
代
理
業
務
は
含
ま

　
れ
ず
、
弁
護
士
と
い
え
ど
も
争
訟
性
あ
る
事
件
に
関
連
す
る
場
合
を
除
き
、
業
と
し
て
登
記
申
請
代
理
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
司
法
書
士
法

　
一
九
条
一
項
）
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
弁
護
士
法
・
司
法
書
士
法
の
沿
革
、
弁
護
士
法
と
他
の
規
定
と
の
整
合
性
、
弁
護
士
と
司
法
書
士
の
各
業

　
務
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
主
張
を
展
開
し
た
。
加
え
て
、
胎
は
＠
弁
護
士
法
三
条
一
項
の
「
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
」
に
登
記
申
請
代
理
が
含
ま

　
れ
る
と
し
て
も
、
弁
護
士
が
司
法
書
士
の
登
録
を
す
る
こ
と
な
く
登
記
申
請
代
理
行
為
を
な
す
こ
と
は
違
法
で
あ
る
、
⑤
仮
り
に
弁
護
士
に
登
記
申

　
請
代
理
が
許
さ
れ
、
本
件
登
記
申
請
が
適
法
で
あ
っ
て
も
、
本
件
文
書
の
送
付
は
自
由
競
争
の
範
囲
内
で
違
法
性
阻
却
事
由
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
　
脇
は
、
甲
事
件
の
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
訴
状
で
胎
を
「
劣
位
下
等
な
職
能
集
団
」
と
称
し
た
こ
と
が
名
誉
殿
損
に
あ
た
る
と
し
て
X
に
対
し
損

　
害
賠
償
と
謝
罪
広
告
掲
載
を
請
求
し
た
（
反
訴
・
乙
事
件
）
。
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脇
は
以
下
の
と
お
り
主
張
し
た
。
登
記
官
は
公
益
、
社
会
通
念
上
付
属
書
類
の
閲
覧
が
必
要
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
登
記
事
務
に
支
障
が
な

い
範
囲
内
で
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
閲
覧
許
可
は
、
適
法
な
行
為
で
あ
る
旨
主
張
し
、
さ
ら
に
司
法
書
士
会

に
対
す
る
X
が
主
張
す
る
が
ご
と
き
監
督
義
務
の
存
在
を
争
っ
た
。

　
本
件
の
主
要
な
争
点
は
以
下
の
四
点
に
集
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
＠
本
件
文
書
の
送
付
は
違
法
か
、
⑤
弁
護
士
に
よ
る
登
記
申
請
代
理
業
務
は

弁
護
士
法
三
条
↓
項
の
コ
般
の
法
律
業
務
」
に
あ
た
り
、
司
法
書
士
法
一
九
条
一
項
但
書
の
他
の
法
律
に
該
当
す
る
か
、
◎
こ
れ
に
該
当
す
る
と

し
て
、
弁
護
士
が
司
法
書
士
の
登
録
な
く
し
て
登
記
申
請
代
理
業
務
を
な
し
う
る
か
、
＠
X
が
狛
を
「
劣
位
下
等
な
職
能
集
団
」
と
称
し
た
こ
と
が

名
誉
殿
損
に
あ
た
る
か
等
の
諸
点
で
あ
る
。

12

二
　
い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
一
審
判
決
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
私
は
前
節
注
1
の
本
件
判
批
に
お
い
て
、
判
旨
に
全
面
的
に
賛
成
し
た
。
そ
の
根
拠
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ω
　
弁
護
士
法
三
条
一
項
お
よ
び
七
二
条
の
「
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
」
を
そ
の
文
言
上
訴
訟
事
件
、
非
訟
事
件
及
び
審
査
請
求
、

異
議
申
立
て
、
再
審
請
求
等
行
政
官
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
事
件
等
の
法
的
紛
争
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
と
す
る
読
み
方
は
文
理
上
不

自
然
で
あ
る
。
仮
り
に
そ
の
よ
う
な
限
定
的
な
読
み
方
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
一
般
的
法
律
事
務
」

と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
」
と
の
文
言
を
欠
き
、
制
限
的
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
「
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
」

に
つ
い
て
前
掲
諸
事
件
と
は
直
接
関
係
し
な
い
一
般
の
法
律
事
務
を
示
す
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
の
　
弁
護
士
資
格
は
法
律
事
務
一
般
に
通
じ
る
法
曹
資
格
で
あ
る
。
法
律
事
務
一
般
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

現
に
法
律
事
務
の
総
て
に
つ
き
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
律
事
務
全
般
に
渉
り
、
そ

れ
が
い
か
な
る
特
殊
専
門
的
法
律
分
野
の
事
務
で
あ
っ
て
も
こ
れ
に
対
処
し
う
る
法
律
的
基
礎
知
識
な
い
し
法
的
思
考
能
力
（
こ
れ
を
別

に
、
極
め
て
あ
い
ま
い
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
と
称
し
て
も
よ
い
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
弁
護
士
に
と
り
登
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記
申
請
代
行
業
務
が
法
律
事
務
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
特
殊
専
門
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
多
分
に
疑
問
で
あ
る
が

（
私
見
は
否
定
的
）
、
仮
り
に
特
殊
専
門
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
弁
護
士
は
こ
れ
に
十
分
に
対
処
し
う
る
だ
け
の
法
律
的
基
礎
知
識
な
い
し

法
的
思
考
能
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
現
行
の
司
法
試
験
、
司
法
修
習
と
い
う
法
曹
養
成
制
度
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
個
　
登
記
簿
の
閲
覧
・
閲
読
が
、
法
曹
有
資
格
者
と
し
て
の
弁
護
士
の
一
般
的
法
律
業
務
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
弁

護
士
が
右
の
閲
読
の
能
力
を
有
す
る
以
上
そ
の
申
請
に
つ
い
て
能
力
を
欠
く
と
は
云
い
難
い
。
法
曹
資
格
の
な
い
者
で
も
通
常
の
業
務
と

し
て
登
記
簿
の
閲
読
を
な
す
能
力
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
弁
護
士
の
場
合
は
法
曹
有
資
格
者
と
し
て
そ
の
能
力
を
有
す
る
点
で
右
の

者
と
は
異
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
者
に
登
記
申
請
代
理
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
弁
護
士
に
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
四
　
弁
護
士
法
三
条
、
一
項
は
、
弁
護
士
が
弁
護
士
の
資
格
の
ま
ま
弁
理
士
・
税
理
士
の
登
録
を
経
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
弁

理
士
、
税
理
士
の
業
務
を
行
い
う
る
旨
特
に
明
文
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
反
対
解
釈
し
て
、
同
項
に
司
法
書
士
が
含
ま

れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
弁
護
士
が
司
法
書
士
の
業
務
を
な
し
得
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
。

　
右
が
合
理
的
で
な
い
と
解
す
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
弁
護
士
法
三
条
一
項
の
「
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
」
に
登
記
申
請
代

理
業
務
が
含
ま
れ
る
が
ゆ
え
に
、
第
二
項
で
司
法
書
上
業
務
を
明
記
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち

弁
護
士
資
格
は
司
法
書
士
資
格
を
当
然
に
含
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
士
は
望
め
ば
司
法
書
士
の
登
録
も
で
き
る
し
、
登
録
し
な
く
て

も
司
法
書
士
の
業
務
を
弁
護
士
資
格
の
な
か
で
行
い
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
護
士
資
格
が
司
法
書
士
の
資
格
を
含
み
、
且
つ

司
法
書
士
の
業
務
を
な
し
う
る
こ
と
は
、
第
一
項
に
含
ま
れ
る
事
項
で
あ
っ
て
、
弁
護
士
法
三
条
二
項
の
弁
理
士
・
税
理
士
を
例
示
列
挙

と
解
し
て
、
司
法
書
士
が
第
二
項
に
含
ま
れ
る
と
す
る
解
釈
に
も
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
右
は
例
示
列
挙
で
第
二
項
に
司
法
書
士

も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
第
一
項
に
司
法
書
士
資
格
や
業
務
が
含
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
第
二
項
に
司
法
書
士
を
列

13
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挙
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
な
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
司
法
書
士
法
第
三
条
は
司
法
書
士
と
な
る
資
格
を
一
、
二
号
の
者
に
限
定
す
る
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。
同
条
を
反
対
解
釈
し
て
、

弁
護
士
で
あ
っ
て
も
右
の
要
件
を
具
備
し
な
い
者
は
司
法
書
士
の
有
資
格
者
で
は
な
く
、
司
法
書
士
の
登
録
を
認
め
な
い
と
い
う
見
解
も

誤
り
で
あ
る
。
弁
護
士
が
一
般
の
法
律
事
務
と
し
て
登
記
申
請
代
行
を
な
し
う
る
以
上
、
司
法
書
士
の
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
は
、
司
法

書
士
法
三
条
の
勿
論
解
釈
か
ら
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
右
の
事
項
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
あ
え
て
規
定
を
し
な
か
っ
た
に
過
ぎ

な
い
。

　
⑤
　
弁
護
士
法
三
条
一
項
の
「
そ
の
他
一
般
の
法
律
事
務
」
に
登
記
申
請
代
理
が
含
ま
れ
る
と
解
す
れ
ば
、
弁
護
士
は
司
法
書
士
会
の

登
録
の
有
無
と
関
係
な
く
登
記
申
請
代
理
業
務
を
行
い
う
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
私
見
は
右
第
一
審
判
決
に
賛
成
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
を
契
機
に
し
て
弁
護
士
の
職
分
と
の
関
係
に
お
い
て
司
法
書

士
の
職
分
を
若
干
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
率
直
な
感
想
な
の
で
あ
る
。
現
に
司
法
書
士
連
合
会
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）

本
件
訴
訟
を
契
機
に
し
て
日
弁
連
と
登
記
申
請
代
理
を
め
ぐ
る
職
域
問
題
に
つ
い
て
話
合
に
よ
る
解
決
の
途
を
探
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

14

（
1
）
　
拙
稿
・
前
掲
判
批
二
〇
五
頁
以
下
。

（
2
）
　
コ
ニ
世
紀
の
法
律
事
務
の
担
い
手
と
し
て
」
第
五
二
回
司
法
書
士
連
合
会
総
会
レ
ポ
ー
ト
（
そ
の
2
）
、
月
刊
司
法
書
士
二
七
二
号
（
一
九
九

　
四
年
九
月
）
↓
八
頁
。

（
3
）
　
本
件
事
件
の
事
実
関
係
は
記
録
か
ら
窺
い
知
る
以
外
に
は
な
い
が
、
職
域
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
だ
け
に
、
埼
玉
司
法
書
士
会
側
も
甲
丙
丁
事

　
件
原
告
で
あ
る
弁
護
士
側
も
や
や
冷
静
さ
を
欠
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
の
点
は
同
じ
法
律
家
と
し
て
残
念
に
思
わ
れ
る
。
司
法
書
士
会
が
、

　
弁
護
士
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
本
件
に
見
ら
れ
る
が
ご
と
き
書
状
を
送
り
つ
け
た
り
、
右
弁
護
士
が
訴
状
に
司
法
書
士
会
を
「
劣
位
下
等
な
職
能
集
団
」

　
と
表
現
し
た
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
い
さ
さ
か
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
市
民
（
こ
の
場
合
は
原
告
弁
護
士
の
ク
ラ
イ
エ
ン

　
ト
）
に
埼
玉
司
法
書
士
会
が
本
件
第
一
審
判
決
並
び
に
私
見
の
立
場
（
そ
し
て
そ
れ
が
私
に
は
通
説
で
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
）
か
ら
見
れ

　
ば
、
誤
っ
た
情
報
を
伝
え
た
責
任
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。



三
　
司
法
政
策
の
立
場
か
ら

弁護士と司法書士の役割分担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
　
我
が
国
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ッ
と
比
較
し
て
弁
護
士
の
絶
対
数
が
極
端
に
少
な
い
し
、
人
口
に
対
す
る
弁
護
士
数
の
比
率
も

　
　
　
（
2
）

極
端
に
低
い
。
し
か
も
そ
の
数
少
な
い
弁
護
士
が
概
し
て
い
え
ば
大
都
市
に
集
中
し
て
弁
護
士
過
疎
と
も
い
え
る
地
方
を
生
ん
で
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
弁
護
士
過
疎
地
の
住
民
は
、
法
律
相
談
や
事
件
解
決
の
依
頼
に
関
連
し
て
、
弁
護
士
の
活
用
の
可
能
性
が
十
分
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は

　
　
（
4
）

限
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
日
弁
連
は
こ
れ
ら
の
現
実
に
対
し
自
律
的
に
何
ら
か
の
効
果
的
対
策
を
探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
弁
護
士
会
が
日
弁
連
を
頂
点
と
し
て
自

律
性
、
自
治
性
を
基
本
的
構
成
原
理
と
し
て
い
る
以
上
（
弁
護
士
法
一
三
条
一
項
、
四
五
条
二
項
）
、
そ
れ
が
日
弁
連
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
方

弁
護
士
会
の
責
任
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
弁
護
士
過
疎
地
解
消
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
弁
護
士
人
口
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
一

方
で
新
し
い
職
域
を
開
拓
す
る
努
力
を
尽
す
こ
と
な
く
、
弁
護
士
過
密
地
域
が
増
大
し
、
弁
護
士
同
志
の
競
争
が
過
度
に
な
れ
ば
特
別
な

規
制
を
す
る
と
か
特
別
な
対
策
を
講
じ
る
ま
で
も
な
く
、
弁
護
士
人
口
も
自
ら
地
方
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
地
方
の
時
代
」
と
い
う

最
近
流
行
の
傾
向
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
だ
け
、
こ
の
傾
向
も
ま
た
弁
護
士
人
口
の
地
方
へ
の
分
散
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

弁
護
士
人
口
の
地
方
へ
の
分
散
は
弁
護
士
過
疎
地
の
弊
害
を
若
干
な
り
と
も
緩
和
す
る
結
果
を
生
む
。
水
が
低
き
に
流
れ
る
が
ご
と
く
、

特
段
の
他
律
的
な
規
制
を
す
る
こ
と
な
く
自
然
現
象
と
し
て
過
疎
地
解
消
傾
向
が
発
生
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
の
流
れ
と
も
い
う
べ
き
過
疎
地
解
消
策
と
は
逆
に
、
他
方
で
は
強
行
的
な
規
制
と
し
て
弁
護
士
が
民
事
事
件
に
つ
い

て
訴
訟
代
理
が
で
き
る
裁
判
所
を
特
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
、
ド
イ
ッ
で
い
わ
ゆ
る
N
巳
器
霊
お
の
制
度
を
採
用
す
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
。
N
巳
窃
窪
轟
と
い
う
制
度
に
は
、
弁
護
士
の
大
都
市
へ
の
集
中
を
排
し
て
弁
護
士
過
疎
地
を
解
消
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

15
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あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
弁
護
士
人
口
が
飛
躍
的
に
増
え
過
剰
状
態
に
陥
っ
た
場
合
、
こ
の
制
度
は
す
べ
て
の
弁
護
士
に
訴
訟
代
理

の
機
会
を
で
き
る
だ
け
平
等
に
保
障
し
、
す
べ
て
の
弁
護
士
に
弁
護
士
と
し
て
の
勤
労
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
機
能
を
も
持
つ
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
と
る
べ
き
方
策
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
強
行
的
手
段
に
よ
っ
て
弁
護
士
の
全
国
的
均
等
的
分
散
を
保
障
す
る
と
い
う

規
制
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
自
然
現
象
と
し
て
右
の
分
散
が
確
保
で
き
る
ほ
う
が
好
ま
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
た
め

に
は
既
述
の
と
お
り
弁
護
士
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
効
果
的
手
段
で
あ
る
。

　
弁
護
士
人
口
を
増
や
し
て
、
そ
の
結
果
弁
護
士
過
疎
地
が
若
干
な
り
と
も
解
消
の
方
向
に
向
か
い
且
つ
弁
護
士
の
適
正
配
置
に
向
け
て

第
一
歩
を
進
め
る
こ
と
は
、
国
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
司
法
と
い
わ
な
い
ま
で
も
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
よ
り
容
易
に
す
る
と
い
う
好

ま
し
い
結
果
を
生
む
。

　
国
民
の
司
法
な
い
し
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
他
の
要
因
は
弁
護
士
報
酬
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
の
国
民
感
情
は
、
初
め
て
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
に
な
る
利
用
者
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
弁
護
士
報
酬
基
準
が
一
応
の
基
準
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
報
酬
を
ど
れ
だ
け
見
込
め
ば

よ
い
の
か
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
こ
と
、
高
額
で
は
な
い
か
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
感
で
あ
る
こ
と
等
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
弁
護
士
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
、
弁
護
士
と
い
う
入
口
の
段
階
で
そ
れ
が
司
法
な
い
し
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
弁
護
士
人
口
の
増
加
に
よ
る
弁
護
士
報
酬
に
関
す
る
価
格
破
壊
（
過
激
な
表
現
で
は
あ
る
が
）
が

起
こ
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
寡
占
状
態
に
よ
る
価
格
（
報
酬
）
水
準
維
持
は
競
争
原
理
に
反
す
る
。
競
争
原
理
の
導
入
が
図
ら

れ
て
こ
そ
、
よ
り
良
く
且
つ
よ
り
低
廉
な
弁
護
士
の
司
法
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ
が
国
民
経
済
、
国
民
司
法
の
健
全
な
発
達

に
つ
な
が
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
近
時
各
界
か
ら
司
法
試
験
合
格
者
数
の
増
大
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
弁
護
士
人
口
の
増
大
と
い
う
意
味
で
誠
に
結

構
な
こ
と
で
あ
る
し
、
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弁
護
士
報
酬
の
問
題
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
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別
の
機
会
に
譲
り
本
稿
で
は
取
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
　
と
こ
ろ
で
弁
護
士
人
口
の
増
加
に
よ
る
過
疎
地
の
解
消
が
す
ぐ
に
は
望
め
な
い
以
上
（
日
本
的
感
覚
で
相
当
抜
本
的
な
弁
護
士
人
口
の
増

加
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ッ
や
ア
メ
リ
カ
の
水
準
に
達
す
る
こ
と
は
当
分
望
み
え
な
い
）
、
そ
し
て
報
酬
の
点
で
弁
護
士
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易

化
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
以
上
、
当
分
の
間
そ
の
穴
埋
め
に
、
換
言
す
れ
ば
国
民
の
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
、
司
法
書
士
の
活
用
を

図
る
と
い
う
こ
と
も
止
む
を
得
ざ
る
方
法
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
社
会
が
現
代
化
し
、
権
利
意
識
が
向
上
し
、

社
会
の
行
為
規
範
と
法
規
範
の
間
に
存
す
る
乖
離
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
国
民
の
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
要
望
が
ま
す
ま
す
強
く
な

る
。
こ
の
傾
向
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
が
国
の
場
合
明
治
維
新
に
端
を
発
し
て
西
欧
法
の
継
受
が
あ
ま
り
に
も
急
速
で
あ
っ

た
た
め
に
、
国
民
の
日
常
の
生
活
規
範
と
法
規
範
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
た
。
調
停
制
度
の
発
達
な
ど
も
そ
こ
に
原
因
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
欧
法
の
継
受
以
来
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
の
歳
月
を
経
た
今
日
、
両
者
の
間
隔
が
縮
ま
り
つ

つ
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
新
憲
法
に
よ
る
国
民
の
基
本
的
人
権
の
保
障
を
通
し
て
、
権
利
意
識
が
高
揚
す
る
に
伴
っ
て
、
我
が
国
の
社
会

は
急
速
に
訴
訟
社
会
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
に
対
し
て
果
し
て
今
日
の
弁
護
士
を
含
む
司
法
制
度
が
対
応
し
き
れ
て
い
る
の
か
と
い

え
ば
、
我
々
は
残
念
な
が
ら
否
定
的
な
解
答
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
司
法
書
士
の
業
務
は
司
法
書
士
法
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
第
一
項
↓
号
、
三
号
は
法
務
局
に
お
け
る
登
記
又
は
供
託
に
関

す
る
業
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
二
号
に
は
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
行
法
の
下
で
司
法
書
士
は
訴
訟

代
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
本
人
訴
訟
で
本
人
が
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
訴
訟
関
係
書
類
の
作
成
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
そ
の
範
囲
で
の
法
律
相
談
業
務
を
当
然
に
伴
う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
書
類
の
提
出
先
と
し
て
の
裁
判
所
の
種
類
を
問
わ
な
い
。

　
司
法
書
士
の
職
務
の
中
心
は
本
来
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
つ
ま
り
そ
の
代
書
で
あ
っ
た
。
以
下
若
干
司
法
書
士
の
職
分
の

変
遷
を
前
掲
第
一
審
判
決
の
理
由
を
参
考
に
し
つ
つ
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
制
定
の
「
司
法
職
務
定
制
」
に
よ
れ
ば
、
司
法
書
士
の
前
身
で
あ
る
代
書
人
を
設
け
、
そ
の
職
務
は
「
各
厘
代
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理
人
ヲ
置
キ
各
人
民
ノ
訴
訟
ヲ
調
成
シ
テ
其
詞
訟
ノ
遺
漏
無
カ
ラ
シ
ム
」
（
四
二
条
第
一
）
と
規
定
し
、
そ
の
職
務
は
訴
訟
上
提
出
す
る
書

類
を
当
事
者
に
代
わ
っ
て
作
成
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
こ
れ
に
は
登
記
申
請
代
理
業
務
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
他
方
、
明
治
二
一
二
年
に
制
定
さ
れ
た
裁
判
所
構
成
法
に
よ
り
、
「
厘
裁
判
所
ハ
非
訟
事
件
二
付
法
律
二
定
メ
タ
ル
範
囲
及
方
法
二
従
ヒ

左
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
ノ
権
ヲ
有
ス
　
第
一
　
（
省
略
）
　
第
二
　
不
動
産
及
船
舶
二
関
ス
ル
権
利
関
係
ヲ
登
記
ス
ル
事
　
第
三
　
商
業
登
記

及
特
許
局
二
登
録
シ
タ
ル
特
許
意
匠
及
ビ
商
標
ノ
登
記
ヲ
為
ス
事
」
（
一
五
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
登
記
申
請
書
の
代
書
が
代
書
人

の
職
分
に
入
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
非
訟
事
件
手
続
法
（
明
治
三
一
年
六
月
一
五
日
法
律
第
一
四
号
）
は
、
「
事
件
ノ
関
係
人
ハ
訴
訟
能
力
者
ヲ
シ
テ
代
理
セ
シ
ム
ル

コ
ト
ヲ
得
但
自
身
出
頭
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」
（
六
条
一
項
）
と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
、
非
訟
事
件
手
続
も
広
義
に
お

け
る
民
事
訴
訟
と
言
い
う
る
が
、
非
訟
事
件
の
う
ち
隠
居
、
廃
家
、
親
族
関
係
、
法
人
の
検
査
役
選
任
、
法
人
の
清
算
人
の
選
任
解
任
、

商
業
登
記
関
係
、
不
動
産
登
記
関
係
等
は
、
通
常
そ
の
法
律
関
係
の
内
容
が
難
解
複
雑
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て
手
続
に
関
す

る
事
項
に
と
ど
ま
る
の
で
、
法
律
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
で
な
く
て
も
そ
の
代
理
事
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
訴
訟
能
力
者
で
あ
れ

ば
代
理
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
条
二
項
に
は
、
「
裁
判
所
ハ
弁
護
士
二
非
ス
シ
テ
代
理
ヲ
営
業
ト
ス
ル
者
二
退
斥
ヲ
命
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
三
三
年
五
月
三
一
日
司
法
省
民
刑
事
局
長
第
八
〇
三
号
回
答
に
よ
り
、
登
記
申
請

の
代
理
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
代
理
人
の
登
記
申
請
代
理
権
限
が
ス
ト
レ
イ
ト
に
明
文
で
規
定
さ
れ
た
と
は
い
え

な
い
ま
で
も
、
制
度
上
定
着
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
制
定
さ
れ
た
現
行
不
動
産
登
記
法
（
明
治
三
二
年
二
月
二
四
日
法
律
第
二
四
号
、
以
下
「
登
記
法
」
と
い
う
。
）
も
登
記
事
務
の
担
い

手
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。
同
法
四
九
条
但
書
の
議
論
の
中
で
、
起
草
委
員
の
一
人
が
「
元
来
登
記
ハ
其
申
請
ヲ
為
ス
ヤ
多
ク
ハ
代
書
人

ノ
如
キ
者
ヲ
シ
テ
代
書
セ
シ
ム
ル
ナ
ラ
ン
モ
、
此
ノ
代
書
人
ナ
レ
バ
ト
テ
間
々
誤
謬
無
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ト
キ
ハ
其
僅
少
ノ
為
メ
直
二

却
下
セ
ラ
レ
、
実
際
不
都
合
ナ
リ
。
」
と
い
う
発
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
代
書
人
が
登
記
申
請
代
理
を
予
定
し
て
い
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。
現
実
に
も
、
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
司
法
代
書
人
は
全
国
で
、
区
裁
判
所
及
び
そ
の
出
張
所
近
辺
で
、
主
と
し
て
、
広

義
の
「
非
訟
事
件
」
で
あ
る
登
記
申
請
の
業
務
と
、
本
人
訴
訟
の
援
助
者
と
し
て
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
手
続
に
関
す
る
書
類
を
作
成
し

て
地
域
住
民
の
権
利
擁
護
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
司
法
代
書
人
法
（
大
正
八
年
四
月
九
日
法
律
第
四
八
号
）
の
制
定
に
よ
り
、
「
本
法
二
於
テ
司
法
代
書
人
ト
称
ス
ル
ハ
他
人
ノ
嘱
託
ヲ
受
ケ

裁
判
所
及
検
事
局
二
提
出
ス
ベ
キ
書
類
ノ
作
成
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ヲ
謂
フ
」
（
一
条
）
こ
と
と
さ
れ
、
代
書
人
の
登
記
申
請
書
類
の
代

書
は
「
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
」
の
代
書
と
い
う
こ
と
で
業
務
と
し
て
是
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
司
法
代
書
人
法
に
よ
っ
て

登
記
申
請
書
代
書
の
職
分
が
明
文
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　
そ
の
後
新
憲
法
に
立
脚
し
昭
和
三
二
年
、
司
法
、
行
政
の
明
確
な
分
離
に
よ
り
、
登
記
事
務
は
裁
判
所
か
ら
分
離
さ
れ
て
行
政
庁
で
あ

る
司
法
事
務
局
の
所
管
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
更
に
昭
和
二
四
年
に
司
法
事
務
局
が
改
組
さ
れ
、
現
在
の
法
務
局
等
又
は
そ
の
支
局
若
し

く
は
出
張
所
が
設
置
さ
れ
、
登
記
業
務
は
非
訟
事
件
で
は
な
く
な
っ
た
。
他
方
、
司
法
書
士
法
（
昭
和
二
五
年
五
月
二
二
日
法
律
第
一
九
七
号
）

は
、
「
司
法
書
士
は
、
他
人
の
嘱
託
を
受
け
て
、
そ
の
者
が
裁
判
所
、
検
察
庁
又
は
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
に
提
出
す
る
書
類
を
代

わ
っ
て
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
。
」
（
一
条
）
と
制
定
し
た
。
こ
こ
で
も
申
請
書
の
代
書
は
認
め
て
い
る
も
の
の
、
申
請
代
理
ま
で
踏

み
込
ん
で
こ
れ
を
明
文
で
認
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
更
に
、
そ
の
後
の
改
正
（
昭
和
五
三
年
六
月
壬
一
百
法
律
第
八
二
号
）
に
よ
り
、
司
法
書
士
法
二
条
は
「
司
法
書
士
は
、
他
人
の
嘱
託
を
受

け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
。
一
　
登
記
又
は
供
託
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
。
二
　
裁
判
所
、

検
察
庁
又
は
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
に
提
出
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。
三
　
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
に
対
す
る
登
記

又
は
供
託
に
関
す
る
審
査
請
求
の
手
続
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
。
」
と
規
定
し
、
登
記
手
続
代
理
の
趣
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

以
上
に
み
た
よ
う
に
司
法
書
士
の
職
分
の
立
法
的
経
緯
を
み
る
と
、
元
来
そ
の
主
た
る
職
分
は
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
で
あ
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っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
壬
二
年
の
裁
判
所
構
成
法
に
よ
っ
て
、
区
裁
判
所
が
登
記
を
管
轄
す
る
こ
と
に
よ
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
代
書

の
対
象
で
あ
る
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
概
念
が
拡
大
し
て
、
登
記
申
請
書
類
が
代
書
の
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
昭

和
二
五
年
に
登
記
事
務
が
非
訟
事
件
か
ら
は
ず
さ
れ
て
法
務
局
に
移
管
さ
れ
、
昭
和
二
五
年
の
司
法
書
士
法
に
よ
っ
て
法
務
局
に
提
出
す

べ
き
書
類
の
代
書
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
二
年
の
司
法
書
士
法
の
改
正
に
よ
っ
て
登
記
申
請
代
理
が
認
め
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
登
記
事

務
は
、
明
治
二
三
年
の
裁
判
所
法
の
制
定
に
伴
っ
て
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
概
念
を
拡
張
し
た
結
果
代
書
人
の
職
分
に
取
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
登
記
事
務
が
司
法
書
士
の
職
分
に
取
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
今

日
司
法
書
士
の
業
務
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
職
分
と
し
て
の
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
な
る
概
念

か
ら
み
れ
ば
、
登
記
事
務
は
本
来
付
随
業
務
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
司
法
書
士
の
本
来
の
職
分
は
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
に
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。

三
　
裁
判
所
の
種
類
を
問
わ
ず
、
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
そ
れ
に
伴
う
必
要
最
小
限
の
法
律
相
談
を
そ
の
職
分
と
す
る
司
法

書
士
に
一
定
範
囲
の
訴
訟
代
理
を
認
め
て
、
市
民
に
と
り
弁
護
士
を
通
し
て
す
る
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
以
上
、
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
（
8
）

法
書
士
を
通
し
て
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
司
法
書
士
の
訴
訟
代
理
を
一
定
の
限
ら
れ
た
範
囲
で
認
め
る
場
合
、
問
題
な
の
は
そ
の
限
定
の
方
法
で
あ
る
。
訴
額
で
限
定
す
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
簡
易
裁
判
所
事
件
に
限
定
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
簡
裁
事
件
の
な
か
で
も
更
に
訴
額
を
限
定
す
る
こ
と

等
が
限
定
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訴
額
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
も
、
事
実
関
係
が
複
雑
で
あ
っ
た
り
、
法
律
の
解

釈
が
困
難
で
あ
り
、
法
律
的
に
重
要
性
の
あ
る
事
件
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
よ
う
な
配
慮
か
ら
簡
裁
事
件
に
限
る
と
い
う
よ
う
な
切

り
方
に
異
論
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
か
か
る
観
点
も
配
慮
し
た
上
で
、
司
法
書
士
の
訴
訟
代
理
に
つ
き
一
方

で
一
応
簡
裁
事
件
に
限
る
と
い
う
一
般
的
枠
を
は
め
て
お
い
て
、
他
方
で
当
該
簡
易
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
事
件
の
性
質
上
相
当
と
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認
め
る
と
き
は
代
理
を
認
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
い
う
取
扱
で
あ
る
。

　
嘗
て
税
理
士
会
側
か
ら
税
理
士
に
税
務
訴
訟
の
訴
訟
代
理
権
を
認
め
る
べ
き
旨
の
要
望
が
出
さ
れ
て
、
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
税
理
士
の
税
務
訴
訟
代
理
の
問
題
と
司
法
書
十
の
一
定
範
囲
の
訴
訟
代
理
の
問
題
を
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

け
だ
し
、
司
法
書
士
の
場
合
そ
の
職
務
の
一
部
に
既
述
の
通
り
、
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
点
で
両
者
を
画
一
的
に
取
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
方
で
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
を
職
分
と
し
て
認
め
な
が
ら
、
他
方
で
訴
訟
代
理
を
認
め
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
意
味
で

中
途
半
端
な
扱
い
で
あ
る
。
訴
訟
代
理
も
認
め
な
い
し
、
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
権
限
も
認
め
な
い
と
い
う
考
え
方
を
と
る

と
か
、
あ
る
い
は
、
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
も
訴
訟
代
理
も
双
方
と
も
一
定
の
範
囲
で
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
一
貫
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
司
法
書
士
に
一
定
の
範
囲
を
限
っ
て
で
あ
れ
訴
訟
代
理
を
認
め
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
命
題
を
た
て
る
に
し
て
も
、

弁
護
士
を
活
用
し
に
く
い
現
状
の
下
で
は
、
あ
え
て
こ
れ
を
次
善
の
策
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
当
面
か
え
っ
て
市
民

の
司
法
並
び
に
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
私
の
見
解
で
あ
る
。
弁
護
士
人
口
の
増
加
こ

そ
が
最
善
の
策
で
あ
る
が
、
一
定
の
範
囲
に
限
っ
て
司
法
書
士
に
訴
訟
代
理
権
を
認
め
る
こ
と
は
現
状
の
下
で
は
次
善
の
策
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
両
者
の
職
務
の
問
題
を
考
察
す
る
場
合
大
切
な
こ
と
は
、
弁
護
士
会
と
か
司
法
書
士
会
と
い
っ
た
職
業
集
団
の
利

益
で
は
な
く
、
制
度
利
用
者
で
あ
る
国
民
の
利
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
1
×
2
）
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
「
裁
判
所
総
覧
」
四
四
頁
、
表
－
参
照
。

（
3
）
　
日
弁
連
・
第
八
回
弁
護
士
業
務
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
弁
護
士
業
務
の
改
革
を
目
指
し
て
」
資
料
編
二
三
二
、

　
義
」
四
五
巻
七
号
（
平
成
六
年
七
月
）
の
特
集
「
弁
護
士
偏
在
問
題
を
考
え
る
」
の
諸
論
文
が
参
考
に
な
る
。

二
三
三
頁
。
な
お
、
「
自
由
と
正

21
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弁護士会別会員数表II

平成7年4月12日現在

東　　京 3，540 長野県 99 福　　井 33 大分県 65 札　　幌 283

第一東京 1，786 新潟県 113 金　　沢 68 熊本県 104 函　　館 22

第二東京 1，826 大　　阪 2，183 富　　山 50 鹿児島県 70 旭　　川 20

横　　浜 583 京　　都 279 広　　島 239 宮崎県 49 釧　　路 21

埼　　玉 241 神　　戸 351 山口県 64 沖　　縄 174 香川県 83

千葉県 224 奈　　良 58 岡　　山 157 仙　　台 188 徳　　島 45

茨城県 86 滋　　賀 37 鳥取県 25 福島県 72 高　　知 48

栃木県 92 和歌山 59 島根県 21 山形県 46 愛　　媛 79

群　　馬 120 名古屋 724 福岡県 502 岩　　手 34 計 15，537

静岡県 195 三　　重 61 佐賀県 28 秋　　田 51

山梨県 48 岐阜県 81 長崎県 67 青森県 43

表IV　司法書士の地方分布

平成7年4月1日現在

会　　名 会員数 東　　京 1，925 愛　　知 687 和歌山 164 佐　　賀 130

札　　幌 309 横　　浜 582 三　　重 281 広　　島 429 長　　崎 196

函　　館 51 埼　　玉 541 岐　　阜 321 山　　口 281 大　　分 213

旭　　川 70 千　　葉 491 福　　井 146 岡　　山 348 熊　　本 347

釧　　路 104 茨　　城 293 石　　川 192 鳥　　取 134 鹿児島 375

宮　　城 306 栃　　木 227 富　　山 151 島　　根 161 宮　　崎 213

福　　島 350 群　　馬 281 大　　阪 1，461 香　　川 166 沖　　縄 212

山　　形 212 静　　岡 388 京　　都 359 徳　　島 180 合　計 16，818

岩　　手 190 山　　梨 141 兵　　庫 705 高　　知 140

秋　　田 183 長　　野 402 奈　　良 157 愛　　媛 285

青　　森 163 新　　潟 346 滋　　賀 158 福　　岡 671

（
4
）
　
日
弁
連
・
第
八
回
弁
護
士
業
務
対
策
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
「
弁
護
士
業
務
の
改
革
を
目
指
し
て
」
資
料
編

　
五
三
頁
以
下
に
「
弁
護
士
0
～
ー
マ
ッ
プ
（
県
別
）

　
が
あ
る
。
ま
た
同
「
弁
護
士
業
務
の
改
革
を
目
指
し

　
て
　
　
第
二
分
科
会
パ
ー
ト
ー
・
弁
護
士
偏
在
問
題

　
を
考
え
る
」
一
頁
以
下
が
偏
在
の
実
態
に
つ
き
参
考

　
に
な
る
。
表
■
参
照
。

（
5
）
　
日
弁
連
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
節
注
4
に
み

　
ら
れ
る
よ
う
な
努
力
を
尽
し
て
い
る
。

（
6
）
　
未
確
認
情
報
な
が
ら
（
法
律
文
化
・
九
五
年
二

　
号
三
八
頁
）
公
式
筋
よ
り
合
格
者
数
に
つ
き
一
五
〇

　
〇
名
説
、
三
〇
〇
〇
名
説
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

　
あ
る
。
ま
た
日
弁
連
「
司
法
制
度
・
法
曹
養
成
制
度

　
の
抜
本
的
改
革
案
大
綱
」
お
よ
び
法
曹
人
口
問
題
等

　
検
討
委
員
会
「
法
曹
養
成
制
度
等
改
革
協
議
会
に
対

　
す
る
中
間
報
告
」
（
平
成
七
年
二
月
）
も
参
照
さ
れ

　
た
い
。

（
7
）
　
日
弁
連
・
前
掲
資
料
編
二
一
二
四
頁
の
左
記
の
資

　
料
に
よ
る
と
司
法
書
士
一
人
当
た
り
の
住
民
数
は
弁

　
護
士
の
そ
れ
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
表

　
皿
（
但
し
年
代
不
詳
）
参
照
。

（
8
）
　
な
お
日
本
司
法
書
士
連
合
会
の
平
成
七
年
四
月

一
日
現
在
の
我
が
国
に
お
け
る
司
法
書
士
の
配
置
　
状

　
態
は
表
W
の
通
り
で
あ
る
。
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四
　
結
　
語

弁護士と司法書士の役割分担

　
い
わ
ゆ
る
司
法
書
士
会
埼
玉
訴
訟
第
一
審
判
決
は
登
記
申
請
代
理
に
つ
き
弁
護
士
と
司
法
書
士
と
の
競
合
的
職
分
を
認
め
た
。
弁
護
士

側
か
ら
こ
の
判
決
に
対
す
る
異
論
は
出
な
い
も
の
の
、
司
法
書
士
会
側
は
右
第
一
審
判
決
に
対
し
て
控
訴
を
提
起
し
て
い
る
。
右
第
一
審

判
決
に
対
し
て
弁
護
士
に
そ
の
職
域
を
侵
さ
れ
る
と
み
る
司
法
書
士
会
が
反
対
の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
当
否
は
別
に
し
て
当

然
で
あ
ろ
う
。

　
既
述
の
と
お
り
私
見
は
、
右
第
一
審
判
決
の
立
場
が
解
釈
論
と
し
て
も
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
し
、
立
法
論
と
し
て
も
現
行
制
度
を
変

え
て
弁
護
士
の
登
記
申
請
代
理
権
を
否
定
な
い
し
制
限
す
る
必
要
は
全
く
存
し
な
い
と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
右
第
↓
審
判
決
の
理
由
に
示
さ
れ
た
司
法
書
士
の
職
分
の
変
遷
を
読
む
と
、
そ
の
職
分
の
本
流
は
そ
も
そ
も
裁
判
所

に
提
出
す
べ
き
書
類
の
作
成
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
弁
護
士
人
口
が
不
足
し
か
つ
そ
の
充
足
を
当
面
見
込
む
こ

と
が
で
き
ず
、
他
方
で
訴
訟
社
会
化
が
進
む
以
上
、
制
限
さ
れ
た
一
部
の
事
件
の
訴
訟
代
理
権
を
司
法
書
士
に
も
認
め
て
、
国
民
の
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化
を
図
る
こ
と
が
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
で
あ
れ
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
弁
護
士
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
職
域
を
侵
さ
れ
る
か
ら
、
弁
護
士
側
か
ら
異
論
が
で
て
く
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
職
域
の
侵
さ
れ
方
が
重
大
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
侵
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
弁
護
士
社
会
が
蒙
る
損
害
と
、
司
法
書
士
に
一
定
の
範
囲
で
訴
訟
代
理

権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
受
け
る
国
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化
の
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
て
み
る
事
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
右
第
一
審
判
決
の
理
由
か
ら
、
か
か
る
司
法
政
策
上
の
示
唆
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
言
い
過
ぎ
で
あ
る
な
ら
（
も
ち

ろ
ん
第
一
審
裁
判
所
が
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
示
唆
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
）
、
右
第
一
審
判
決
は
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
論
旨
を
発
展
さ
せ

る
契
機
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
な
お
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
最
高
裁
判
所
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
並
び
に
日
本
司
法
書
士
連
合
会
か
ら
資
料
提
供
を
う
け
た
。
そ
れ
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ぞ
れ
に
対
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
（
1
）
　
石
川
明
「
簡
易
裁
判
所
の
性
格
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
六
三
号
四
頁
以
下
。

　
　
士
二
八
○
号
二
二
頁
以
下
。

田
代
亮
一
「
簡
易
裁
判
所
の
『
訴
訟
代
理
』
を
め
ぐ
っ
て
」
司
法
書
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